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趣旨／「行動」がどのように制御され、変化し、機能し、そして獲得
されてきたのか。システム行動学は「行動を理解したい。」を動機と
したすべての研究を対象とします。前回 300 人もの参加者が集まっ
た「システム行動学研究会」、その第２回開催が決定しました。全国
に散らばった同志たちよ、いまここに集まろうではありませんか。

若手特別講演

主催：システム行動学研究会・共催：名古屋大学 大学院理学研究科 名古屋大学卓越大学院プログラム トランスフォーマティブ化学生命融合研究大学院プログラム（GTR）
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@名古屋大学

大会シンポ・学変 A「階層的生物ナビ学」

公募シンポ・学変 B「コントラリアン生物学」

Coming Soon...

Kamikouchi

Maeno
Gunji

Takemura

Fukada

招待講演者一覧 「なぜたどりつけるの？を科学する」
生物ナビゲーションの魅力と最前線

社会行動を測り、操り、理解する：
遺伝子から集団まで

•飛龍 志津子
• 髙橋 晋
•前川 卓也
•依田 憲

•佐藤 大気
• 横井 佐織
•和多 和宏
•新里 高行

郡司 ペギオ
幸夫

上川内 あづさ 竹村 裕

深田 陽久

各分野の第一線で活躍する５人の研究者
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M
ON– 大会HPはこちら

参加登録
受付中！

要旨締切：6/10参加締切：7/10

ZOO
M配信あり

前野 ウルド
浩太郎

早稲田大学
基幹理工学部 表現工学科

名古屋大学
大学院理学研究科

国際農林水産業研究
センター

東京理科大学
創域理工学部

高知大学
農林海洋科学部




